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1. はじめに 

パワーエレクトロニクス（以下，「パワエ

レ」）回路の効率向上や小型化に向けてWBG

半導体に大きな期待が寄せられている。しか

し，その実装の観点からは，その高速スイッ

チングはノイズやゲートの電位変動といっ

た種々の課題を引き起こす。 

2. WBG 半導体の適用にあたっての課題 

図 1にWBGスイッチング時のデバイス端

子間電圧を示す。WBG デバイスは，高耐圧

デバイスにおいても高速なスイッチングを

可能とする。しかしながら，これによりデバ

イス端子間電圧にはこれまでよりも高い高

調波成分が含有される(1)。 

図 2 にパワエレ回路の実装回路例と一般

化されたノイズ等価回路(2)を示す。パワエレ

回路では，急峻なスイッチングにより生じた

電位変動を電圧源として，回路中の寄生容量

を介して伝導ノイズ（差動・同相）が流出す

る。そのため，これらのパワエレ回路におい

てはLCフィルタ回路の設計が重要となるが，

高周波域ではフィルタ回路のインダクタが

有する巻線間浮遊容量や，キャパシタが有す

る等価直列インダクタンスにより高周波帯

域における遮断特性が悪化し，十分にノイズ

を抑制できない問題がある。 

3. 長岡パワーエレクトロニクス研究会 

最後に，長岡技大が中心となり設立した「長

岡パワーエレクトロニクス研究会」の取り組み

を紹介する。新潟県長岡市は，パワエレ関連研

究室を 6研究室保有する長岡技大に加え，パワ

エレ関連の大手企業が 2社，大学発のパワエレ

系ベンチャーが 2社所在するなど，パワエレに

関する研究開発が盛んな土地である。このよう

な背景から長岡市内におけるパワエレ産業の

振興と，パワエレに関する技術と人材の集約に

よる地域社会の発展を狙い，2022 年に長岡市

と長岡技大が中心となり「長岡パワーエレクト

ロニクス研究会」を設立した。詳細は講演で述

べる。 
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図 1 WBGデバイスによるスイッチングの

高速化 
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図 2 パワエレ回路におけるノイズの発生 
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